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 PATENTSCOPE には 2017 年 8 月以降、アジアをはじめ各国の原語情報が次々に収

録され、商用データベースでは抽出できないような情報も得られるようになったことは

JETRO 報告書などで紹介してきました。 
 WIPO では、このような原語情報は原則として各国知財庁から送られたデータをその

まま収録している（いちいち内容についてチェックなどせず）とのこと。 
 
 別項で紹介しているように TH の IPC のメイングループとサブグループの間の/（ス

ラッシュ）のほとんどが//（ダブルスラッシュ）になっているような異常例も放置され

た状態でしたが、今年になって改善されたようです。 
 
 さらに本稿で紹介するような出願番号表記の異常も「原則として各国知財庁から送ら

れたデータをそのまま収録」という原則から生じている、ということになります。 
 
 他の国の出願番号などの公報番号にも異常な例があるかもしれませんが、現時点で見

つけている中国特許の出願番号付与異常について紹介します。 
 少なくとも今年 1 月まで以下のように 2010 年以降の出願案件において中国特許の出

願番号異常が存在しました。 
 



 
PATENTSCOPE の検索式は以下です。表の左が出願番号、右がその抽出数です。 
いちばん右側が中国知識産権局(IPPH)のデータベース CNIPR の抽出数です。 
 正常表記：CTR:CN and AN:20101* 
 異常表記：CTR:CN and AN:102010* 
 
この状況をグラフにしたものが以下です。 

 
 つまり、正常表記分に異常表記分をプラスすることで CNIPR の収録数にほぼ妥当す

ることになります。 
 
 通常、中国の特許出願番号は以下のような形式になっています。 



  NNNN1nnnnnnn 
 NNNN；西暦年 4 桁 
 公報種別（1；特許、2；実案、3；意匠） 
 nnnnnnn；7 桁の連番 
（但し、2003 年 10 月までは NN1nnnnn の形式） 
 このような異常なものは、例えば、本来、AN:CN201510131984 で検索されるべき

ものでもPATENTSCOPEにはApplication Number: 102015000131984と表記されて

いますので AN:102015000131984 と検索しないと抽出できません。 
 これは予想もできないものです。「出願番号を正しく入力して検索しているのに出て

こない。収録されていない。」という誤った判断をしてしまうことにもなります。 
 
 最近の公報(2020 年出願)についても同様に確認すると以下のようなものが出てきま

す。2020 年 2 月 10 日に出願し、5 月 19 日に公開になっている、いわゆる早期公開特

許です。 

 
 
 そこで再度、2010 年以降の特許についてこの異常表記の出願数を調べ直したのが次

表です。 

 
 若干増えています。困ったものです。 



 
 CN 出願番号のこの異常表記は、実は韓国特許の出願番号形式に似たものとなってい

ます。 
韓国の出願番号形式は次のようになっています。 
 
10NNNN0nnnnnn 内国出願特許 
10NNNN7nnnnnn PCT 出願特許 
 
出願種別：10(特許)、20(実案)、30(意匠) 
NNNN：西暦年 4 桁 
内外国別：0(内国出願)、7(PCT 出願) 
nnnnnn：6 桁の連番 
 
 中国特許庁からデータを受け取った WIPO 部局が PATENTSCOPE に収録する際に

誤変換して収録した、という訳でもないとは思いますが。 
 この問題は、IPC の//（ダブルスラッシュ）問題と共に 1 昨年の特許情報フェアで

WIPO 本部の担当者に改善をお願いしたのですが、改めてお願いする必要がありそうで

す。 
 

以上 


